
1. 大村陽一先生   対談 : 「TAを用いた企業風土改革」　

●対談:「TAを用いた企業風土改革」 　 聴き手  関西支部准教授  星野惠子
企業の組織風土改革のために様々な理論、心理学を模索した大村先生が交流分析に出会い、それを活用して、どのように改革を
進めたか、今の組織人、コンサルタント、カウンセラー等にも大変示唆に富んだ内容になっています。ぜひご視聴ください。

2. 平松みどり先生  「交流分析とゲシュタルト療法の考え方」

●交流分析とゲシュタルトの基礎に始まり、身体の声、三つの気づき、未解決の問題、癒やしのワーク、夢のワークや様々な関わり方など、平松
先生の深いご経験がエッセンスとなった講座です。

3. 田島信元先生  「生涯発達と支援の理論」

内容：

内容：

●第1部  生涯発達の仕組みと支援の必須性。 
●第2部  生涯発達の様相と発達課題と題して、人間の能力構造と発達の仕組み、支援のあり方や乳幼児期から高齢期に至る発達課題につ
　　　　 いて、田島先生が熱く分かりやすく語られます。

内容：

プロフィール：元ダイエー社内スクールの副校長として成長期の企業の管理職はじめ社員教育による組織風土改革に取り組む。
　　　　　　協会元副理事長、関西支部長、交流分析士教授

プロフィール：アウェアネスみどり会主宰、関西カウンセリングセンターにて心理学を学び、20年間ＴＡ指導、ＳＶとして後進を育成。ポーラ女史に師事、ゲシュ
　　　　　　タルト療法を学び、ゲシュタルト療法学会ファシリテータＳＶ。協会では関西支部元運営 委員、ＴＡ教室主宰、交流分析士准教授

プロフィール：白百合女子大学･東京外国語大学名誉教授、白百合女子大学生涯発達研究教育センター特別研究員、一般社団法人生涯発達支援
　　　　　　研究所代表理事･会長、協会ではＴＡ子育ち支援士養成委員会、ＴＡ論文指導審査委員会アドバイザー

●協会ＨＰに無料公開 ■所要時間：約30分

●講座料：4,400円（消費税込） ■所要時間：約60分

●講座料：5,500円（消費税込） ■所要時間：約140分

Ｅ－ラーニング講座

Ｅ－ラーニング講座

Ｅ－ラーニング講座

Ｅ－ラーニング講座

Ｅ－ラーニング講座

プロフィール：TA学校教育心の開発研究所  所長、 交流分析士教授
●協会版エゴグラム、自己分析・自己成長のためのKEG(２級用)と、人間関係改善のためのPRE(1級用)の完成に伴い、２級、１級講座で使用す
る「エゴグラム活用ガイド」の内容を、修正・加筆しました。本講座では、各級の「自我状態」を担当するときの講師としての押さえ所を「ガイド」に
従って学びます。

●講座料：5,500円（消費税込）  ■所要時間：約160分

●講座料：6,600円（消費税込） ■所要時間：180分

●2級・1級講座を担当する「交流分析インストラクター」以上の指導会員は必修の講座です。
テキスト『エゴグラム活用ガイド改訂版』を使用します。 
※1級・2級講座で使用できる資料（設問と記入用紙・分析法）は、協会ホームページ「会員の方へ」からダウンロードできます。

協会 アーカイブ講座協会 アーカイブ講座 通年
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山本昭一先生 4.  「エゴグラム活用ガイド （改訂版）」活用講座

5.田島信元先生「研究の仕方・論文の書き方」講座  

内容：

●第1部
　1.日常の実践記録活動の遂行と無審査の「実践活動報告」書
　　作成について
　2.報告書から「TA実践研究」投稿について

●第2部
　1.研究論文の構成（仮説検証研究の構成が基本！）
　2.研究論文（事例研究・文献展望（レビュー）研究）の執筆法
　3.論文追加資料について
　4.統計処理について（仮説検証論文には必須！）

内容：

●協会・アーカイブ講座 メールアドレス

必ずメールでお申し込みをお願いします。

1）メールアドレスは、視聴に使用するアドレスからお申し込み
　ください。 （右記必須項目をご連絡ください）。　

2）お申込み順に受付をします。受付次第事務局より視聴料の
　お振込方法をメール返信いたします。 

riron@j-taa.org 

■お申込みに必要な必須項目
　①会員番号
　②氏名
　③支部
　④電話番号
　⑤講座番号
　⑥金額

　（①3277）
　（②交流 太郎）
　（③関西）
　（④090-1111-2222）
　（⑤3、4または3＆4）
　（⑥5,500円または11,000円）

（記載例）
お
申
込
み
方
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協会には数々の至宝の講師がいらっしゃいます。その先生方の講座を皆様に視聴していただくともに、アーカイブ版
として記録し、永久保存して遺しております。
●お申込みメールアドレスにURL/パスワードをご連絡　●常時受付中

（改訂版ガイドブックに準拠しています）

論文・実践活動報告書の作成を
目指す方、査読者のための


